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太陽の中心で起こっている核融合を見つけた
のは誰？

　「太陽のエネルギー源は核融合で
ある」ということは、よく知られて
います。では、いつ、誰がそのこと
を見つけたのでしょうか。今回はそ
の歴史について紹介したいと思いま
す。
　そもそも核融合そのものが知られ
ていない時代、19 世紀以前には、
エネルギー源といえば石炭でした。
ところが科学者には、太陽で石炭が
燃えていると仮定すると 1 万年で燃
え尽きてしまうのが、簡単に計算す
ることができました。地球の歴史を考えてもそんなに短いわけはありません。ですから
科学者は新しいエネルギー源の発見を待つしかなかったのです。
　20 世紀に入り、ラザフォードによる原子核の発見、アインシュタインの特殊相対性理
論発表が発端となって、原子核をエネルギー源にする研究が一気に発展しました。そし
て 1939 年に、米国コーネル大学のハンス・ベーテ博士（当時 33 歳）が、「星のエネル
ギー発生について」というタイトルの論文を発表しました。これが、太陽を含む恒星が
原子核の反応、つまり核融合をエネルギー源にしていることを世界で初めて明らかにし
た論文となりました。たった 80 年ほど前のことです。
　太陽のエネルギー源が核融合であることが分かってから、太陽の寿命は 100 億年であ
ることも分かりました。今の年齢が 46 億年なので、あと 50 億年も輝き続けます。ずっ
と輝き続けてよかったですね。
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LHDに取り付けた高性能な計測で新しい現象を
続々発見

LHD NOW
ナ　ウ

　大型ヘリカル装置（LHD）の 2020 年度のプラズマ実験が 2 月 18 日に終了し、その
後データが整理されました。そして、表紙で述べましたように 6 月 1 日から 3 日にかけ
て行われた成果報告会で最新データが発表されました。その一部を紹介します。
　将来の核融合発電では、イオン（原子核）と電子がどちらも 1 億度を超えるプラズマ
を使って発電を行います。今回 LHD においても、イオンと電子が両方とも 1 億度を超
えるプラズマを作ることに成功しました。LHD の最終目標はこのプラズマを作ることで
はなく、このプラズマの性質を見極めることにあります。
　例えば、一定に見える温度でも、よく観測すると、短時間で周期的に変化しているこ
とがあります。人間の心臓でも、一定間隔で動いているよう見えて、心電図検査を行う
と異常な波形が見えてくるのと似ています。LHD でも、高速で温度変化を見ることがで
きる計測器を取り付け、新しい物理現象を発見しています。下の写真に写っているのは、
米国ウィスコンシン大学と共同で開発したレーザー発信器で、50 マイクロ秒（1 秒間の
2 万分の 1）の間隔で 100 回のレーザーをプラズマに入射することができます。レーザ
ーからの散乱光を調べるとその時点の電子の温度が測定できます。つまり、1 回のレー
ザー入射ごとに温度測定が可能
なため、非常に高速に温度の変
化を観測することができるわけ
です。この計測器で、これまで
見えなかった温度の振動現象が
観測されました。
　今年度のプラズマ実験は 10
月中旬の開始を予定していま
す。どんな新しいプラズマの
性質が見つかるか楽しみです。

米国ウィスコンシン大学と共同で開発した高速温度計測用
レーザー

クイズDEプラズマ博士
太陽はあと何年輝き続けるでしょうか。

A 　5千年
B 　50万年
C　 50億年

　正解者の中から抽選で10名様にヘリカちゃんグッズをプレゼントします。解答、
お名前、ご住所、よろしければ記事に対するご意見・ご感想もご記入の上、メール
またはハガキ（広報見学室宛）にてご応募ください。
　　　送付先:nifs@nifs.ac.jp（締切7月31日）
　　　（正解は次号とホームページ上で）
　4月号の正解は「B 水」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

　研究所の湿地に新しい仲間が増えま
した。ホソミオツネントンボです。漢
字で書くと「細身越年蜻蛉」です。こ
の蜻蛉は、前の年に羽化し成虫のまま
年を越すので、名前に「越年」が付き
ます。初夏のこの時期、それまで茶色
だった体が、写真のように鮮やかな水
色に変わります。表紙のハッチョウト
ンボも同じ場所にいますが、まるで赤
と水色の宝石が飛んでいるようです。

さんぽみち 研究所の中や周りの自然を紹介するね
いろいろな生き物が暮らしているんだよ
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